
序　　　言

激しく変動する今日の国際社会の中にあって、地域社会に暮らす私たちが活
力ある社会を創り出していこうとするなら、一人ひとりが声を上げ、みずから
行動していかなければならない。より良き未来を目指すために、目の前の課題
を放置せず、グローバルな視点を持って一つひとつ解決していくことが大切で
ある。

新型コロナウイルス感染症は、パンデミック（世界的大流行）となって人類
に恐怖を植え付け、ヒト・モノの流通を止め、世界の経済活動を停滞させた。
未だにその収束のめどが立たないなか、今年（2022 年）2 月には戦争が始ま
り、私たちは新しい危機に向き合うことになった。そうしたなか、2022 年６
月に発表された世界銀行の「世界経済見通し」によると、ロシアのウクライナ
侵攻、コロナ禍、「ゼロ・コロナ」を徹底する中国のロックダウンに起因した
世界のサプライチェーン（供給網）混乱で、世界経済は大きく減速し、成長率
は 2021 年の 5.7 パーセント（%）から、2022 年は 2.9%へと低下する見通しと
いう（その後 10 月には 2.7%へと下方修正）。

流通網の混乱、そしてエネルギー価格や食糧価格の高騰が長引けば、インフ
レ圧力も拡大し、事態の改善はさらに難しくなるものと思われる。すでに多く
の国はマイナス成長に陥っている。国際社会の分断、経済の低迷は、地球温暖
化対策にも後ろ向きの影響を及ぼし、地球的規模で豊かな活力ある、持続可能
な未来を創ろうとする SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な
開発目標）も、その達成へ向けて、大きな試練に立たされている。

こうした危機の時代にあって、経済の回復を急ぎ、教育の正常化を進めて、
人びとが自由に移動して交流する日常を取り戻していくためには、危機を乗り
越える工夫、発想、イノベーションが必要となる。さらには正確な現状認識と
豊かな知性が欠かせない。

地域の高等教育と研究を担う大学には、最新の知見と持てる知的資源を地域
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社会に広く提供する責務がある。あわせて国際的な視野を持つ有能な人材を育
てて地域社会の活性化につなげていく使命も帯びている。

その一環として、北海道教育大学国際地域学科（函館校）が『国際地域研
究 Ⅴ』をここに上梓する運びとなった。函館校が毎年開催する国際地域研究
シンポジウムの内容も取り込みながら巻を重ねてきた。

今回も読者の皆さまに、忌憚のないご批判、ご叱正、ご意見を仰ぎたいと思
う。

2023 年 3 月
北海道教育大学長　蛇穴　治夫　
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